
表 紙

11月１日 現在 前月比

男 7,391人 (－20)

女 7,613人 (－19)

計 15,004人 (－39)

世帯数 5,345戸 (－10)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ５人
死亡…… 28人
転入…… 14人
転出…… 30人
婚姻…… ５組
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再生紙を使用しています。

市の人口と世帯

ゴールめざして全力疾走
文化の日の11月3日、常盤地区ではスポーツの秋に沸い

ていた。「城山
しろやま

ロードレース大会」に参加する小学生たち
が、常盤地区公民館付近の県道を疾走する。沿道では参加
者の家族や地元住民たちが拍手で応援。途中で降りだした
冷たい雨をものともせず、小学生たちが力の限り懸命に走
り、全員がゴールする様子を、常盤地区のシンボル「お城

しろ

山
やま

」も見守っていたに違いない。
（11月3日「第36回城山ロードレース大会」にて）
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人口減少と高齢化が進む本市では、空き家が年々増加しており、
今後さらに加速することが予想されています。
地域でも度々話題となるこの問題の解決策の一つとして、「空き
家の発生を抑制するために今行うべきことは何か」を地域で考える
セミナーが開催されました。
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今年、築堤100周年を迎えた徳良湖。10月16日には、徳良湖周辺
で２つのイベントが開催されました。
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と
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら

れ
、
退
任
さ
れ
た
３
名
の
方
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

３
名
の
方
に
は
市
の
地
域
福
祉
の

向
上
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

３
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
の
方
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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２
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・
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２
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民
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・
児
童
委
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齋
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さ
い
と
う

哲さ
と
し

氏
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10
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
目
に
は
、
中
高
生
と
サ

ポ
ー
タ
ー
の
芸
工
大
生
合
わ
せ
て
26
人
が
参
加
し
、
市
内
農

家
の
実
情
を
視
察
し
ま
し
た
。

中
刈
地
区
の
大
貫
昌
光
さ
ん
は
、
棚
田
で
｢雪
き
ら
り
｣と

い
う
品
種
の
コ
メ
を
育
て
て
い
ま
す
。
棚
田
は
平
場
に
比
べ

て
労
力
が
か
か
り
ま
す
が
、
翁
山
の
伏
流
水
で
育
っ
た
良
質

な
コ
メ
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
流
通
で
は

平
場
と
同
じ
値
段
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
こ
の
地
域
の
厳

し
い
現
状
と
、
高
品
質
の
米
作
り
へ
の
情
熱
を
学
び
ま
し
た
。

㈱
沼
澤
農
園
の
沼
澤
克
己
さ
ん
は
、
30
代
に
し
て
、
家
業

で
あ
る
農
業
を
株
式
会
社
に
し
ま
し
た
。
法
人
化
に
よ
っ
て
、

頑
張
っ
た
分
だ
け
収
益
に
反
映
さ
れ
、消
費
者
か
ら
直
接「
お

い
し
い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
く
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
家
の
熱
い
思
い
を
聞
い
た
参
加
者
た
ち
は
、
こ
の
思
い

を
デ
ザ
イ
ン
に
ど
う
表
現
す
る
か
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

次
回
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
下
書
き
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

市
は
昨
年
11
月
に
(一
社
）
山
形
県
古
民
家
再
生
協
会
と

協
定
を
締
結
し
、
空
き
家
発
生
の
防
止
・
管
理
適
正
化
・
利

活
用
等
の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

10
月
19
日
、
常
盤
地
区
区
長
会
を
対
象
に
、
古
民
家
再
生

協
会
が
主
催
す
る
「
空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
常
盤
地
区

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
で
初
め
て
と
な
る
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
で
、
参
加
者
は
「
実
家
を
空
き
家
に
し
な
い
た
め
に

〜
人
の
終
活
・
家
の
終
活
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
を
受

講
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
カ
ー
ド
を
使
っ
た
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
「
こ
れ
か
ら
家
の
価

値
は
さ
ら
に
下
が
っ
て
い
く
。
ど
う
す
る
？
」
な
ど
様
々
な

項
目
に
つ
い
て
、
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
話
し
合

い
な
が
ら
、
ど
ん
な
問
題
で
も
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
考
え

る
力
を
身
に
着
け
る
練
習
を
し
ま
し
た
。

も
し
、自
分
が
今
住
ん
で
い
る
家
が
、誰
も
住
ま
な
く
な
っ

た
ら
ど
う
す
る
の
か
？
自
分
の
た
め
、
地
域
の
た
め
に
、
今

か
ら
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市内在住の中高生が、ふ
るさと納税返礼品の米袋を
デザインするプロジェクト
がスタートしました。

▲中刈の棚田でコメ作りの思いを語る大貫さん(写真左端）。手
間をかけたコメの魅力が伝わるパッケージにしたいですね。

▲アシストスーツを紹介する沼澤さん(写真右）。生産人口が減る未来
を見据えてロボット等を活用したスマート農業も取り入れています。

退任された民生委員・児童委員に感謝状の贈呈がありました。
また、新たな民生委員・児童委員へ委嘱状が交付されました。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
前
の
湖
畔

で
、
徳
良
湖
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
、

神
事
と
、
源
流
花
笠
踊
り
保
存
会

に
よ
る
花
笠
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

関
係
者
ら
は
、
農
業
用
灌
漑
施

設
と
し
て
、
ま
た
観
光
地
や
憩
い

の
場
と
し
て
、
市
の
か
け
が
え
の

な
い
財
産
と
な
っ
て
い
る
徳
良
湖

造
成
に
携
わ
っ
た
先
人
た
ち
に
、

改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

市
内
外
の
雑
貨
屋
や
飲
食
店
が

集
う
ド
ツ
キ
市
。
１
年
８
カ
月
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
今
回
は
、
37
店

舗
が
出
店
し
、
約
900
人
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
用
品
や
手

品
シ
ョ
ー
も
あ
る
賑
や
か
な
会
場

で
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

徳良湖築堤100周年記念感謝祭

ドツキ市

▲写真左から、安久戸流、寺内流、上町流、原田流の花笠踊りが奉納されました。

新
民
生
委
員
・
児
童
委
員

※｢空き家｣の利活用のご相談は定住応援課で
受付しています。 ☎(22)1111【内線214】

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

山
形
県
知
事
感
謝
状

▲カードを使いながら、身の回りや地域の
課題を話し合う参加者たち。



10/６･2010/６･20
おーばん琴の森｢元気森もりこども塾」
落ち葉や木の実、万華鏡
でどう見えるかな？

除雪車出動式
今年も安全・安心な
雪道確保に努めます10/2610/26

西原かかしの郷｢ありがとう！かかし君感謝祭｣
今年はかかしがつぶ
やく映像や歌も発表10/1010/10

宝栄牧場下牧式
帰りたくないんだモ～ん！10/1910/19

５月下旬から肉牛・乳牛合わせて94頭が放
牧され、広大な草原でのびのびと過ごしまし
た。名残惜しそうに足を踏ん張る牛もいまし
たが、農家の誘導でトラックに乗せられ、各
牛舎へと帰っていきました。

地区内の見守りをしていた約80体のかかし
が西原公民館に集結し、感謝祭が行われまし
た。地区民たちは、かかしのつぶやきを収め
た映像の上映会や元地域おこし協力隊による
かかしの歌のコンサートなどを楽しみました。

尾花沢小１年生が、長根山の「おーばん琴
の森」で森林体験学習を行いました。児童た
ちは森の中を散策しながら落ち葉や木の実を
拾い、手作り万華鏡の中へ。今日の出来事を
家族に話そう、と目を輝かせていました。

雪のシーズンが到来するのを前に、除雪車
出動式が行われました。安全祈願祭の後、受
託者を代表して㈱はながさ建設の伊藤勝博さ
んが作業安全宣言を行い、受託者に鍵が引き
渡されました。
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載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※アイコンをクリック) → 最新の記事 → ニュース特急便

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

赤ちゃんへの読み聞かせのやり方をレクチ
ャーする｢ブックスタート事業｣が今年度で10
周年となるのを記念し、サルナートで、元Ｎ
ＨＫアナウンサー山根基世氏の講演会を開催。
約170人が参加し、山根氏による新美南吉の
童話の朗読と､｢赤ちゃんの人生を豊かにする
本の力｣と題した講演に耳を傾けました。

10/1710/17

子どもたちに地元産食材のおいしさを知っ
てもらおうと、市内全小中学校で地産地消給
食が提供されました。尾花沢牛の中でも最高
級品質の雪降り和牛が入ったビビンバが登場
すると、児童たちは大歓喜。雪解け水で栽培
された尾花沢産米｢雪きらり｣にのせて、大き
な口で次々に頬張っていました。

市内小中学校で地産地消給食
贅沢ビビンバ丼
いただきま～す☆10/1910/19

尾花沢市ブックスタート事業10周年記念講演会
幸せへの願いを読み聞
かせの｢声｣に表して

玉野地区の地域活動団体「二ツ森観光開発
促進委員会」は、今年度の新たな取り組みと
して二ツ森の男山・女山の両峰にこれまでな
かった標柱を設置しました。標柱は長さ1.8
ｍ、重さ11㎏。ぜひみなさんも２つの峰を制
覇して、標柱と一緒に記念撮影をしながら登
山を楽しんでみてはいかがでしょうか。

10/1010/10

北村山高校３年次生を対象に「選挙啓発出
前講座」が開催されました。生徒たちは、尾
花沢市選挙管理委員会の職員から公職選挙法
の概要を学び、投票所に見立てた体育館の一
角で模擬投票を体験。自分が選んだ候補者が
どういう結果になるかを知り、投票意識の向
上につながる機会となりました。

北村山高校で｢選挙啓発出前講座｣
初めての選挙に備え
模擬投票で体験10/1410/14

二ツ森男山・女山の山頂に標柱設置
二つの峰を制覇して
思い出をつくろう

▲整備した除雪車で機械点検を行い、安全を確認。

▲｢グラウンドゴルフ頑張れよ～｣（写真右下にいる休憩中のかかしの声）

▼女山(南峰)695ｍ

▲男山(北峰)742.4ｍ
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わ
た
し
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
元
気
が
よ
く
て
明

る
い
で
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
と
協
力
し
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
２
つ
紹
介
し
ま
す
。
１
つ
目
は
、
自
分
た

ち
で
学
習
を
進
め
る
こ
と
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
自
分
か
ら
聞
い
た
り
、
み
ん

な
で
考
え
を
出
し
合
っ
た
り
し
て
難
し
い
問
題
も

解
決
で
き
る
よ
う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
学
校
行
事
に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
運
動
会
で
は
、
初
め
て
立
ち
上
げ
た
実

行
委
員
会
を
中
心
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
、

応
援
合
戦
や
競
技
の
ル
ー
ル
を
何
度
も
話
し
合
っ

て
決
め
ま
し
た
。
学
習
発
表
会
で
は
、
修
学
旅
行

で
学
ん
だ
こ
と
と
感
謝
の
気
持
ち
を
創
作
劇
で
伝

え
ま
し
た
。
練
習
で
は
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
っ
て
よ
り
よ
い
発
表
が
で
き

る
よ
う
に
協
力
し
ま
し
た
。

( )常盤小学校
５・６年生(17人)

楽しい行事が終わるたび
に大きな成長とちょっぴり
寂しさを感じます…。常盤
小の新しい伝統を｢創る｣た
めに、仲間と協力して「チャ
レンジ」する17人です。一
人ひとりのよさが光る、笑
顔いっぱいの毎日に感謝‼

須藤 早紀 先生

｢み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
‼
」

常盤小６年

(細野)
五十嵐愛彩 さん

らむ あ

※撮影のため、一時的にマスクを外しています。

３
年
前
の
12
月
。
矢
越
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
引
越
し
を
し

て
１
週
間
後
に
は
雪
が
降
り
出
し
、
人
生
初
の
ホ
ワ
イ
ト
ア

ウ
ト
を
経
験
。
一
番
ハ
ー
ド
な
時
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
尾

花
沢
生
活
は
あ
っ
と
い
う
間
に
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。

活
動
期
間
の
半
分
は
コ
ロ
ナ
禍
。
予
定
し
て
い
た
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
も
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
立
ち
上
げ

か
ら
関
わ
っ
た
グ
ー
ス
カ
フ
ェ
に
は
た
く
さ
ん
の
方
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
き
、
バ
タ
バ
タ
し
て
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
は

で
き
な
く
て
も
お
顔
を
見
る
だ
け
で
「
あ
、
元
気
そ
う
で
良

か
っ
た
」
と
ほ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。

先
月
10
月
16
日
に
は
１
年
半
ぶ
り
の
ド
ツ
キ
市
を
再
開
す

る
こ
と
が
で
き
、
悪
天
候
の
中
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
徳
良
湖
と
い
う
最
高
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
様
々
な
出
店
者
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
お
蔭
で
ド
ツ
キ
市
が
成
り
立
っ
て
い
る
ん
だ
な
〜

と
実
感
し
た
１
日
で
し
た
。

こ
の
11
月
で
３
年
間
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活

動
は
終
わ
り
ま
す
。
こ
の
３
年
間
で
関
わ
っ
た
方
の
数
は
人

生
の
中
で
一
番
多
か
っ
た
の
で
は
!?
と
思
え
る
ほ
ど
、
老
若

男
女
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会
い
ま
し
た
。
思
っ
た
以
上
に
個

性
豊
か
な
尾
花
沢
の
人
々
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
興
味
深
い
人

も
多
く
、
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
そ
の
辺
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

(地
域
お
こ
し
協
力
隊

久く

保ぼ

田た

文あ
や

)

久
保
田
、

協
力
隊
卒
業
で
す
。

久保田隊員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
令
和
３
年
６
〜
８
月
の
い

ず
れ
か
１
月
の
売
上
が
、
前
年
ま
た
は

前
々
年
同
月
に
比
べ
て
20
％
以
上
減
少

し
た
事
業
者
に
、
支
援
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
申
請
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
る
事
業
者
は
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
／
11
月
30
日
(火
)消
印
有

効
■
対
象
／
市
内
の
法
人
、
個
人
事
業
者

■
支
援
金
／
法
人
20
万
円
、
個
人
事
業

者
10
万
円

※
交
付
条
件
あ
り
。

■
申
請
方
法
／
必
要
書
類
を
郵
送

■
必
要
書
類
／
尾
花
沢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
【内
線
254
】

市
役
所
の
避
難
訓
練
に
つ
い
て

市
役
所
の
避
難
訓
練
に
つ
い
て

(日
程
変
更
）

(日
程
変
更
）

除
雪
に
関
す
る
お
知
ら
せ

除
雪
に
関
す
る
お
知
ら
せ

自
分
の
体
力
を
知
っ
て
こ
れ
か
ら
の

自
分
の
体
力
を
知
っ
て
こ
れ
か
ら
の

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
！

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
！

不
動
産
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

不
動
産
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

■
日
時
／
11
月
19
日
(金
)
午
後
３
時

〜
午
後
８
時
ま
で
随
時
受
付
(当
日

参
加
可
能
、
測
定
時
間
30
分
〜
40
分
)

■
会
場
／
尾
花
沢
市
体
育
館

■
内
容
／

●
小
学
生
〜
64
歳
…
握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
跳
び

●
65
歳
以
上
…
握
力
・
上
体
起
こ
し
・

長
座
体
前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10

ｍ
障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行

■
参
加
料
／
無
料

■
体
組
成
分
分
析
器
(Ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
）

／
身
体
の
部
分
的
な
筋
肉
量
や
脂
肪

量
・
基
礎
代
謝
量
な
ど
の
測
定
が
で

き
ま
す
。（
測
定
料
：
300
円
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
尾
花
沢
総
合
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
Ｓ
-Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
お
ば
ね
）

☎
(24
)０
１
８
８

問
建
設
課
維
持
管
理
係
【内
線
282
】

【樹
木
伐
採
お
よ
び
枝
打
ち
の
お
願
い
】

所
有
さ
れ
て
い
る
道
路
沿
い
の
樹
木

が
、
道
路
の
通
行
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
る
場
合
は
、
降
雪
前
に
伐
採
・

枝
打
ち
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
作
業
は
高
さ
３
・
５
ｍ
の
ド
ー
ザ

ー
で
行
い
ま
す
。

【流
雪
溝
の
使
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
】

流
雪
溝
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
水
上
が

り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
冬
を
快
適
に

過
ご
す
た
め
、
流
雪
溝
の
使
用
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
中
網
を
開
け
て
投
雪
し
な
い
。

②
機
械
で
直
接
投
雪
し
な
い
。

③
勝
手
な
分
水
操
作
は
し
な
い
。

④
流
雪
溝
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
。

⑤
水
上
が
り
の
時
、
水
が
少
な
い
時
は

投
雪
し
な
い
。

■
日
時
／
11
月
27
日
(土
）

午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
甑
葉
プ
ラ
ザ
(村
山
市
）

■
内
容
／
空
き
家
等
の
不
動
産
の
相
談

問
山
形
県
宅
建
協
会
村
山
地
区

☎
０
２
３
(652
)９
０
７
０

尾
花
沢
市
事
業
継
続
応
援
支
援
金

尾
花
沢
市
事
業
継
続
応
援
支
援
金

※流雪溝には絶対にゴミを捨て
ないでください。

流雪溝は12月１日から
使用できます

除
雪
費
用
の
一
部
助
成

除
雪
費
用
の
一
部
助
成

居
住
の
除
雪
を
自
力
で
行
う
こ
と
が

難
し
く
、
親
族
や
他
者
か
ら
除
雪
の
支

援
を
受
け
ら
れ
な
い
世
帯
に
対
し
、
除

雪
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
冬
の
安
心

安
全
な
市
民
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯
、
②
高
齢
者
に
加
え
重
度

心
身
障
害
者
が
い
る
世
帯
、
③
重
度

心
身
障
害
者
の
み
の
世
帯

※
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
世

帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
、
ま
た

は
均
等
割
の
み
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

■
助
成
額
／

上
限
４
万
円
(千
円
券
を
40
枚
）

問
福
祉
課
社
会
福
祉
係
【内
線
175
】

■
日
時
／
11
月
17
日
(水
）

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

※
市
報
10
月
15
日
号
で
10
月
28
日
実
施

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
日
程
を

変
更
し
ま
す
。

■
内
容
／
避
難
誘
導
、
初
期
消
火
訓
練
、

通
報
訓
練

問
財
政
課
財
産
管
理
係
【内
線
243
】

保
育
園
給
食
放
射
性
物
質
測
定
結
果

保
育
園
給
食
放
射
性
物
質
測
定
結
果

園
名

測
定
結
果

給
食
提
供
日

よ
つ
ば

不
検
出

10
月
４
日
〜
８
日

ひ
ま
わ
り

不
検
出

10
月
11
日
〜
15
日

尾
花
沢

幼
稚
園

不
検
出

10
月
18
日
〜
22
日

市
内
保
育
施
設
の
給
食
の
安
全
性
を

確
認
す
る
た
め
に
輪
番
で
放
射
性
ヨ
ウ

素
・
セ
シ
ウ
ム
の
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
【内
線
178
】

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

方
で
も
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、

確
定
申
告
等
の
際
、
障
害
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

福
祉
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
令
和
３
年
12
月
31
日
に
お

け
る
年
齢
が
満
65
歳
以
上
で
、
か
つ

介
護
保
険
の
要
介
護
１
〜
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方

■
持
ち
物
／
申
請
者
の
顔
写
真
付
き
本

人
確
認
書
類
(マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
等
）

詳
細
は
市
HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
福
祉
課
介
護
福
祉
係
【内
線
161
】

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

防
火
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
発
表

防
火
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
発
表

こ
ど
も
た
ち
の
防
火
教
育
と
火
災
予

防
の
啓
発
の
た
め
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
防

火
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
以
下
の

と
お
り
入
選
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

尾
花
沢
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『消
し
た
よ
ね
思
い
こ
む
よ
り

目
で
確
に
ん
』

５
年

小
野
永
和
さ
ん

『火
の
元
の
指
さ
し
確
に
ん声出

し
て
』

５
年

星
川
碧
海
さ
ん

地
区
の
皆
さ
ん
の
素
敵
な
作
品
を
公

民
館
に
展
示
し
ま
す
。
来
館
さ
れ
た
方

に
は
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。

各
地
区
の
作
品
展
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
同
時
開
催
！

■
日
時
／
11
月
18
日
(木
)〜
11
月
21
日

(日
)午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
１
時
で
終
了

■
場
所
／
常
盤
地
区
公
民
館

問
常
盤
地
区
公
民
館

☎
(28
)２
１
２
２

常
盤
地
区
ふ
れ
あ
い
作
品
展

常
盤
地
区
ふ
れ
あ
い
作
品
展

地
区
の
皆
さ
ん
の
素
敵
な
作
品
を
サ

ル
ナ
ー
ト
に
展
示
し
ま
す
。
作
品
展
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
同
時
開
催
中
で
す
。

皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
19
日
(金
)〜
11
月
21
日

(日
)午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
場
所
／
サ
ル
ナ
ー
ト

※
最
終
日
は
午
後
３
時
終
了

問
尾
花
沢
地
区
公
民
館

☎
(23
)２
０
１
６

尾
花
沢
地
区
ふ
れ
あ
い
作
品
展

尾
花
沢
地
区
ふ
れ
あ
い
作
品
展

作品展の
フラワー
アレンジ
メント

ゆ
る
っ
と

た
す
け
あ
茶さ

ろ
ん

ゆ
る
っ
と

た
す
け
あ
茶さ

ろ
ん

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

■
日
時
／
12
月
４
日
(土
)

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

■
場
所
／
東
光
館

大
会
議
室

■
対
象
者
／
介
護
を
し
て
い
る
方
・
介

護
や
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方

■
内
容
／
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
〜
認
知
症
を
正
し
く
知
ろ
う
〜

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
11
月
26
日
(金
)ま
で
左

記
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
(23
)３
６
６
０

福
原
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『｢火
を
消
し
て
｣
そ
の
一
言
が

火
の
始
末
』

５
年

菊
池
慈
心
さ
ん

宮
沢
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『そ
の
油
断
火
事
に
つ
な
が
る

火
事
の
も
と
』

５
年

齊
藤
凛
子
さ
ん

玉
野
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『火
は
見
て
る
あ
な
た
が
は
な
れ
る

そ
の
時
を
』

６
年

笹
原
佑
陽
さ
ん

常
盤
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『家
事
と
火
事
家
族
で
会
議安全

第
一
』

５
年

佐
藤
弘
樹
さ
ん

問
尾
花
沢
市
少
年
女
性
防
火
委
員
会

消
防
本
部
予
防
保
安
係

☎
(22
)１
１
３
１

第
73
回
人
権
週
間

第
73
回
人
権
週
間

12
月
４
日
(土
)か
ら
10
日
(金
)ま
で

の
１
週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
、
世
界

人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た

め
、
人
権
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

問
山
形
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
３
(625
)１
６
７
６

確
定
申
告
等
で
障
害
者
控
除
を

確
定
申
告
等
で
障
害
者
控
除
を

受
け
る
要
介
護
者
の
方
へ

受
け
る
要
介
護
者
の
方
へ


